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学校の声が聞こえてこない 
 

 

桜の開花は数日後のはずなのに、今日は少し肌寒い。いま私は湘南大学経営大学院の学位5 

授与式を終え、経営学修士号の学位記を小脇に抱えている。３５歳になって再びくぐった大

学の門。あっという間の２年間だった。企業派遣学生である私は、今日で学生生活を終え、

明日、また職場に戻る。明日からの私の職場はカスタマーリレーション部門なのだそうだ。

私はこの部門のナンバー２として、久しぶりにまた仕事に明け暮れる日々を送るのだろう。 
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しかし、私が過ごしてきた大学院という場を、これからの私の仕事となる「顧客対応」と

いう視点で振り返ってみると、実に不思議な世界だったという気がしている。その不思議な

世界は、思えばこのようにして始まった。 
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入学合宿1 
 

湘南大学経営大学院の修士課程は、全日制のいわゆるビジネススクールである。ここで２

年間に規定の単位を取得して、修士論文審査、またはプロジェクトワーク審査に合格すると

修了となり、経営学修士号が授与される。この学校に集う学生は、伝統的に９割以上が社会20 

人学生であり、数多くのビジネス経験や価値観が教室に持ち込まれる。男女の比率はおおむ

ね８：２。平均年齢は約３１歳で、私たちの期の最年長は４６歳の男性だった。 

                                                  
1このケースは慶應義塾大学ビジネス・スクール MOT実証授業「ケースメソッドで教える授業カリキュラムの開発とマネジメ

ント」の教材とするために､竹内伸一（ケースメソッド教育研究所）が作成した。ケースに登場する教育機関、および人物

はすべて架空のものである。（2004.12） 


